
伊
豆
の

 

名
産

品
と
い
え

ば
、
ま
ず

思
い
浮
か

ぶ
も
の
の

ひ
と
つ
に

『
山わ
さ
び葵
』が

あ
り
ま
す
。

伊
豆（
天
城

山
）の
山
葵

生
産
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
第
に
盛
ん
に
な

り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
重
要
な
商
品
作

物
と
し
て
広
く
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

代
々
韮
山
代
官
を
務
め
た
江
川
家
の
当

主
は
、
江
戸
に
出
府
す
る
際
、
こ
の
名
産

の
山
葵
を
み
や
げ
物
と
し
て
持
参
す
る
の

　

自
転
車
は
誰
も
が
気
軽
に
乗
れ
る
便
利

な
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
交
通
ル
ー
ル

無
視
や
マ
ナ
ー
軽
視
に
よ
る
事
故
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
、
安
全

運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

《
自
転
車
安
全
利
用
５
則
》

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

⬇ 

自
転
車
は
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
と
同

じ『
車
両
』で
す
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行

⬇ 

右
側
通
行
は
対
面
す
る
自
転
車
や
自
動

車
に
と
っ
て
大
変
危
険
で
す
。

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を

徐
行

⬇ 

歩
道
上
は
あ
く
ま
で
歩
行
者
優
先
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

⬇ 

信
号
や
標
識
を
守
り
、
夜
間
は
必
ず
ラ

イ
ト
の
点
灯
を
。

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

⬇ 

子
ど
も（
13
歳
未
満
）に
は
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、

万
延
元
年（
１
８
６
０
年
）４
月
、
江
川
英

敏（
第
37
代
当
主
、
坦
庵
公
の
息
子
）が
出

府
し
た
時
の
記
録
に
は
、
親
戚
筋
を
は
じ

め
、
各
方
面
に
、
合
計
１
４
１
０
本
も
の

山
葵
を
贈
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。添
え
状
に
は『
国
産
之
山
葵
』と
あ
り
、

伊
豆
産
の
山
葵
が
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

韮
山
代
官
は
、
た
だ
で
さ
え
、
伊
豆
と

江
戸
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
伊
豆
・
相
模
・

武
蔵
・
甲
斐
に
ま
た
が
る
広
大
な
幕
府
直

轄
領
を
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
大

変
な
仕
事
で
す
。
そ
の
う
え
、
幕
末
期
に

は
反
射
炉
建
設
や
品
川
台
場
築
造
な
ど
、

海
防
関
係
の
任
務
も
一
手
に
引
き
受
け
て

い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
忙
し
さ
は
相
当
な

も
の
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
江
川
英
敏
が
江
戸
出

府
時
の
挨
拶
回
り
と
み
や
げ
物
を
欠
か
さ

な
か
っ
た
の
は
、
中
世
以
来
の
名
家
で
あ

り
、
代
官
職
を
世
襲
す
る
直
参
の
旗
本
と

し
て
の
立
場
を
強
く
自
覚
し
て
い
た
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『万延元年御参府所用留』より
『山葵御贈覚』（公益財団法人江川文庫蔵）

その 98 韮山代官の伊豆みやげ

問 文化振興課
☎ 055-949-8609

問 地域安全課
☎ 055-948-1412

問 

世
界
遺
産
推
進
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
５

第16回『九州・山口の近代化産業遺産群』
エリア 2　鹿児島（サイト集成館）

　

１
８
５
１
年
に
薩
摩
藩
主
と
な
っ
た

島し
ま

津づ

斉な
り

彬あ
き
らに
よ
っ
て
、
磯い

そ

地
区
（
鹿
児

島
市
吉
野
町
）に
、
日
本
で
最
初
の
工

業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト『
集

し
ゅ
う

成せ
い

館か
ん

』が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

斉
彬
は
、
日
本
を
強
く
豊
か
な
国
に

す
る
た
め
に
、
庭
園
に
隣
接
す
る
竹
林

を
切
り
開
き
、
大
砲
を
造
る
た
め
の
反

射
炉
や
、
高
炉（
熔
鉱
炉
）、
ガ
ラ
ス
工

場
、
蒸
気
機
関
研
究
施
設
な
ど
を
建
設

し
ま
し
た
。
こ
れ
が『
集
成
館
』の
始
ま

り
で
す
。

　

反
射
炉
は
、
建
設
で
先
行
し
て
い
た

佐
賀
藩
か
ら
取
り
寄
せ
た
オ
ラ
ン
ダ
の

技
術
書
を
基
に
、
地
元
の
石
積
や
薩
摩

焼
の
技
術
を
用
い
る
な
ど
、
西
洋
技
術

と
日
本
伝
統
技
術
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
自
力
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
試
行
錯

誤
を
重
ね
る
技
術
者
達
を
、斉
彬
は「
西

洋
人
も
人
な
り
、
佐
賀
人
も
人
な
り
、

薩
摩
人
も
人
な
り
」と
励
ま
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
の
構
成
資
産
候
補
は
、
こ

の
反
射
炉
跡
を
含
む
工
場
群
跡
『
旧
集

成
館
』。
薩
英
戦
争
で
集
成
館
が
焼
失

し
た
後
、
島
津
忠た
だ

義よ
し

に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
た
日
本
で
最
も
初
期
の
石
造
工
場

施
設
で
あ
る
『
旧
集
成
館
機
械
工
場
』

（
現
尚し

ょ
う
こ古
集

成
館
）。
英

国
人
技
師
の

宿
舎
と
し
て

建
設
さ
れ
、

初
期
の
洋
風

建
築
を
代
表

す
る
も
の
と

し
て
貴
重
な

『
旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館
』の
３
資
産

で
す
。

　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有
名
な
大

名
庭
園『
名
勝
仙せ

ん

巖が
ん

園え
ん

』と
そ
の
近
辺
に

残
る
、
か
つ
て
『
日
本
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
』と
呼
ば
れ
た
工
場
群
の
歴
史
に
、

ぜ
ひ
直
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
市
の
資
産
に
関
す
る
問
合
せ

問
鹿
児
島
市
役
所
政
策
企
画
課

☎
０
９
９（
２
１
６
）１
１
０
６

日本のマンチェスターと呼ばれた鹿児島

旧鹿児島紡績所技師館（異人館）

　

架
空
請
求
詐
欺
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
も
、
こ
の
連
載
で
何
度
か
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
手
口
は
、
年
々
巧
妙

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
未
公
開
株

購
入
詐
欺
の
被
害
者
に
対
す
る
買
取

勧
誘
や
警
察
庁
、
財
務
省
、
国
税
庁
、

厚
労
省
を
騙
る
も
の
な
ど
、
主
に
電

話
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
金
銭

の
支
払
い
を
請
求
す
る
手
口
。
警
察

手
口
は
さ
ま
ざ
ま

架
空
請
求
詐
欺
が
ま
た
増
え
て
い
ま
す

庁
の
サ
イ
バ
ー
ポ
リ
ス
担
当
者
を

装
っ
た
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
金
銭
の

請
求
を
行
う
手
口
な
ど
実
に
多
種
多

様
で
す
。

　

ま
た
、実
際
に
集
金
に
来
る
な
ど
、

大
胆
不
敵
と
も
思
わ
れ
る
手
口
が
行

わ
れ
る
こ
と
も
既
に
ご
存
じ
か
と
思

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
直
ち
に
金
銭

の
請
求
を
行
う
電
話
や
メ
ー
ル
は
不

審
な
も
の
と
し
て
取
り
扱

い
、
親
族
や
消
費
者
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
な
ど
に
相

談
し
て
支
払
わ
な
い
」
と

い
う
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
を

置
く
こ
と
が
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
最
善
の
方
法
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 

62〇問 

観
光
商
工
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

（
文
と
絵
）

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

消費生活相談日　毎週月・金曜日（※例外あり）各 9：00～ 16：00　市役所伊豆長岡庁舎 1階小会議室

その一歩　危険じゃないと　いえますか
　　　　　　　山

やま

口
ぐち

　桃
もも

奈
な

（韮山小）

信号機　青になっても　左右確認　　　　　
　　　　　　　青

あお

木
き

　美
み

乃
の

里
り

（大仁小）

シートベルト 車に乗ったら しっかりつけよう
　　　　　　　山

やま

田
だ

　菜
な

々
な

（長岡南小）

交通安全標語コンクール優秀作品

【
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
と
ル
ー
ル
】

【巡回交通事故相談】
とき／ 8月 28 日（水）10：00 ～ 15：00
ところ／市役所大仁庁舎（１階 相談室）
内容／ 県交通事故相談所の相談員が交通事

故に関するトラブルやさまざまな相
談に応じます。（相談無料）

※ 希望する人は、事前に地域安全課までご
予約ください。

自
転
車
も
乗
っ
た
ら
車
の
仲
間
入
り
！

ル
ー
ル
を
守
り
走
行
し
よ
う
！

金銭の受け渡しに関する話は、まず疑うこと
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